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論文内容要旨

 朝鮮半島の第三紀層は,非常に限られた狭い二つの区域に発達している。その一つは,威鏡北道

 の壱州明川地域で,他は慶尚北道の迎日湾に面した地域である。この両地域に分布している第三紀

 層は,1924年より1936年間に,日本の地質学者等により層位学的研究がなされ,それ等のうち一

 部地域を除いては,5万分の一縮尺の地質図が作成されている。融着のうち明川地域は立岩巖
 (1925),吉州地域は山成不二麿(1925)により地質図が作成され後者は立岩綴(1924)による
 図幅調査がある。その他面地域に於いて古生物学約研究特に軟体動物,植物化石並びに哺乳動物化

 石等の研究が断片的に報告されている。

 立岩巖(1924)は延日,亢龍浦附近の図幅作成の折抄いわゆる長誉統と延日航を設定して,迎
 臼湾地域に発達する第三紀腰の層序穿明らかにし,1925年明捕図纏作成の時,いわゆる明川統を

 設定して両者を対比した。

 これら両地域の第三紀層の研究は1936年をもつて中絶され,戦後は韓国の地質学者により断片
 的な考察がなされているにすぎず11936年以降は層位学・古生物学周面に診レ・・て著るしい進展は
 見られない現状であった。

 かくの如き状況下で,筆者は迎臼湾に面している浦項地域の層位並びに古生物学的研究に薄手した。

 浦項地域はフその北部の興海図幅鵜金原均二(ig35-1236)により概略地質調査がなされ,植
 物と軟体動物化石が研究された。一方南都の延日図幅は前記の如く立岩(1924)の調査がある。
 筆者はこれ等の地域を再調査し岩相に依りフ立岩(1924)が損北礫岩,延日頁岩の二櫻としたい

 わゆる延β統を6つの地層に細分した。すなわち,下位より西庵礫岩(SeoamGonglomerato),
 松鶴洞屠(S。㎎ぬacdG・gF・rm鵠・n),大谷膚(Daeg・ckF・mati。n),梨澗層(Eed・Rg
 卦10rmat圭。症),浦項層(PohangFormation)並びに牛目洞層(Oomockdo取gFormation)
 である。

 藤庵礫岩は主に礫岩よ匂成駕それに砂岩,砂質頁岩が挾まれ,層厚i50瀦以上に達する。

 松鶴洞膚は礫岩を挾む砂岩と頁岩よりなりその厚さは18併π・に達する。

 大谷層は主に淡灰色乃至褐色を呈する頁岩よカなり,それに砂岩,砂質頁岩の薄贋を挾在し,厚
 さ200協の地層である。

 梨洞層は全体として塊状を呈する頁岩で1中部より上部にかけて石膏をフ下部には石灰質団塊を
 含み200耽に達する地層である。

 浦項層は剥理性に富み,風化すれぱ薄片状にわれる頁岩で構成され,それに砂岩砂質頁岩の簿
 轡を挾み・厚さ280耽の地層である。

 辛目洞層は主に固結慶の弱い砂岩よ匂なり50協以上の厚さを有する。

 上記の地層群屯最上部属を除いては皆海成層でしかも整合的関係にある。

 藪庵礫岩は基盤岩類と傾斜不整合関係にあり,基盤を構成する岩石は,酸性火成岩類とこれの送

 人を受けて保護された淡水成黒色頁岩とよりなり,この頁岩は隣接地域で植物化石により白亜紀で
 ある事で判明されている。

 筆者は有孔虫化石研究の驕的をもつてフ調査地域の北部中部並びに南部に地層の走向と垂直の
 方向に三つの路線を設定し,岩石試料を12G点採取した。この中で有孔虫化石を含むものは57、点

 であった。酋庵礫岩層とその上位の松鶴洞層よゆは有孔虫化石の産出はなく,後者よりRadio一

 圭ariaの化石を得たのみである。大谷層より浦項層迄は多数の有孔虫化石を産し,最上位の牛目洞
 槽よりは植物化石のみを得た。

 筆者は韓国の浦項地域の第三紀層の有孔虫化石群集と,済州島の南海岸に発達する西帰浦層の化
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 石有孔虫並びに韓国周辺海域の現生有孔虫等を合せて研究して声地膚の推積環境を解析し同時に時
 代の示準になる浮游性並びに底棲有孔虫などによって地質時代を決定した。

 微化石にて,三つのZORuleを設定した。勢
 望.Rad圭01arねZonule:一有子し蛍の産出はなく♪Radiolariaのみを産し,松鶴洞層で代表さ
 れる0

 2・丁蟹borotaliabykovaeZo葺ule:～大谷層の下部よ診梨洞層の最上部迄にまたがり1purb③
 b癖ovae,?ロrb、sci加lapraεscltula,Globiger沁atriloc田arisの浮游性有孔虫産患

 により特徴づけられる。爾本Zonuleは二つのSubzonqleに分けられた。

 A)Turborotahabykovae-Tロrb.sc謎ulapraescitulaSubzonule:両種の共存する
 大谷層より梨洞層中部迄で代表される。叫

 B)Turborotal三abykovae-Globigeri賞atrilo㎝1arisSubzonde:両極の共存が目立つ
 梨洞層の中部一上部により代表される。

 3・丁雛borotaliasdtuIascit剖aZonuIe:一本浮游性有孔虫を産飽する浦項層で代表され,
 TurborotaIiabykovaeの生存期間は梨洞層以下には延びない故容易に区別出来,海浸は本Zon-
 uleをもつて其の終りをつげ堆積盆は陸化しはじめた。

 各Zo鷺uleに産出される微化石と西庵礫岩より産する海成軟体動物化石等より判断して,当時
 の海浸は,西庵礫岩推積時に始ま動その上位の松鶴洞層推積時には公海性を帯びた状態に進み,

 補填虐の推積が終る迄に堆積盆は大約三園にわたる沈降,隆起運動を繰返した事が推定される。

 牛目洞層は其の岩相や,産出する植物化石等により明らかに陸成層であるので海浸は浦項層の上

 部でその一輪廻を終えたと判定しπ。

 構成有孔虫群は,暖流系と寒流系とが入りまじってかり,当時の海は寒暖流が相接する地理的

 位置にあった事が推定される。一方にお・いて,梨洞屡の中部より上部にかけてン石膏層の発達す

 るのは,高磁性海水のたえざる供給下蒸発の甚しい気候的濃境にあった一種の,LogoOn状推積
 盆であったことが推定される。

 次に細分した地層群を国内外の同時代地層と対比した。対比に当っては,広域対比に有効な浮
 游性有孔虫がとぼしいたの,近接のほぼ同堆積墨境にあったと思われる地域との対比即ち地方

 的対比をした。この条件にもっとも良ぐ合うのは,裏日本側の中新世地層であって,その中でも

 代表的な秋田地方のそれと対比をした。甑庵礫岩屡より,BatiHariatateiwai,B.yam雛a-
 rllの両種を産する点は,秋田の西黒沢層と同時代である門の沢轡と共通である故この層は西

 黒沢層と対比出来る。Turborotailab諏ovaeZonuleは斎藤常正(1963年)の設定したTurb.

も

 bykOvaeZoneは対比出来,これにあたる地層を,秋闘の女川膚に対比する。したがって松鶴洞
 贋は,西黒沢屠の上部に当る。一方浦項層の下半部は,砂質有孔虫のHaplo諏ragmo圭des等が優
 勢な、点,船川層に,同居の上半部は岩相の類似により北浦層に,辛目洞層は脇本層に各々対比し

 た。

 筒本研究にて,幸いに東北大学所蔵の明」“地域の威鎮洞層よ診採取した岩石試料を研究レそ

 の中に含まれる有孔虫化贋を調べた所その群集構成上全く浦項地域にて設定したるTurbo、

 bykovaeZOnU圭eと同時代である事を明らかにした。

 以上の結果本地域の第三紀層の地質時代は,浦項層迄はBurdiga1ねnからSarmatianに相当

 しフ牛目洞層は鮮新世になる。

 終り鴎古生物学的研究で嬬23科,52属,143種の底棲有孔虫と,3科,4属,21種の浮

 游性有孔虫を識別した。重要種40余種に対しRemarksをつけ,8新種12新亜種,3種に対し
 て,系統的記載をした。その外の種に対しては,鮮新世や現世有孔虫と共に原記載文献臼録をつ
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 けた。

 附録1:一酉帰浦層より層序に従い,岩石試料蜘点を採取し各20grを処理して,44属111

 種の底凄有孔虫と,8属,16種の浮游性有孔中を識別してノ各種に対する原記載舅録と,全有孔
 虫目録とをつけた。

 附録E:一韓国周辺海より,32、煮の採泥をし,各点に於ける,海温鹹度,深度表を附し,59
 属162種の底棲有孔虫と.7属,17種に達する浮游性有孔虫を識別し,各種の原記載目録並び

 に,全有孔虫目録をつけた。試料は,各15grを処理した。
 中新世,鮮新世並びに現生の有孔虫群を比べると,中新世有孔虫群は寒暖流系が混合して構成さ

 れた群集であった。鮮新世種は,現生の南海の黒潮系有孔虫群集と近似していて事が判った。現世

 群種では,東海の腐孔虫群集は,リマン海流に強く影響されている事を判閉した。西海で,有孔虫

 の種並びに個体数が共に貧弱であるのは,西海が特殊な推積濃境下にあるものと推定した。
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論文審査要旨

 本論文は朝鮮半島の第三紀層として重要な慶爾北道迎日湾に面している浦項地域の第三紀層位学

 と古生物学,特にそのうちに含まれている有孔虫化石群を研究したものであって,五章から構成さ
 れている。

 第1章は戦前の日本人学者による研究の概要と戦店主として著者による調査研究の範囲が説明さ

 れ,第2章には,その地域の微化石層位学的研究の結果がまとめられている。これによると,かつ

 て立;岩博士による延日航というものがナ著者によると岩相的には6つの地層に細分されっ微化層層
 位学的には,これらの第三紀層が3つの花石帯に区分されることを明らカにしている。即ち最下部化
 石帯は放散虫によって特徴づけられ,中,上部のものは,それぞれ浮遊性有孔虫群で区分される。

 そしてこれら3化石帯が如何なる濃境で構成されるかを含有化石の古生態から論じ,岩相との関係

 を解折している。第4章では3つの化石帯の地質時代を浮遊性有孔蟄よ診,中新世であることを論

 ら日本の第三紀層との対比を行)ている。そして,本地域の最上部に植物化石を含む陸成層がナ
 ところによって発達しているが,それは日本との対比より,鮮新世であると論じている。

 第5章では,有孔虫化贋群の古生物学的硯究を述べ,本地域から52属,143種の底棲有孔虫と.

 4屡,21種の浮遊性有孔虫を識別し,そのうち10種は新種として記載されている。
 本論文には2つの附録があって,その1つは済州島の化石有孔虫127種の研究と,他は韓国周辺

 の海域の現生有孔虫179種の研究である。これらは本論文の化石有孔虫群の古生態の資料として重

 要なものとなっている。

 以上金鳳均は,韓国では最初の有孔虫化石群の硯究を行ったもので,朝鮮半島の第三紀層の地質

 時代を明確にし,あわせて日本の第三紀摺との対比を行ったことは特筆されるべき研究結果である。

 また参考論文は何れも韓国各地域の地質を論じた発表済の論文であって,著者の学力の幅の広い

 ことを認、めることができる。

 よって金鳳均の提出した論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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